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自生環境

生育を脅かす要因

日当たりのよい湿った場所にごく普通に生える多年草です。 背
の低い草を主とした野原では群生し、 5 月の花期には黄色い花
のじゅうたんとなることもしばしばです。

　オヘビイチゴは、ヘビイチゴより大型なので雄とい
う字を冠した名前です。 ただ名前とは裏腹に赤い
イチゴはできません。 かつてヘビイチゴはヘビイチゴ
属、 オヘビイチゴはキジムシロ属と、 別のグループ
扱いでしたが、 近年はヘビイチゴ属をキジムシロ属
の中に統合する考えが主流になりつつあります。
それに伴いヘビイチゴとオヘビイチゴは、 どちらも同
じキジムシロ属のグループになりました。

赤いイチゴはできません

市内全域に分布。 日当たり
のよい湿った場所に普通
で、 しばしば群生します。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

河川敷、湿地、あぜ など

ヘビイチゴの仲間と同様に、 がく （がく片） の外側に５枚の副
がく片があります。 ただ副がく片は小さく、 花を裏返してようや
くわかる程度です。 花後に果実ができますが、 ヘビイチゴのよ
うに赤く大きく膨らむことはありません。 タネをこぼした後、 茎
は倒れて地面につき、 節から根を出して子株をつくります。

１つの葉に５枚の小葉がついて、 まるで手のひらのように見えま
す。 ただ小葉の枚数には多少の変動があります。 発芽したばか
りの株や、 茎の上のほうにつく葉は、 小葉が３枚のことも珍しく
ありません。

市内の分布状況

日本在来
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バラ科 キジムシロ属

オヘビイチゴ（雄蛇苺）

Potentilla anemonifolia Lehm.

発芽して
まもない株は
小葉が１～３枚

夏の葉は
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黄色い花の
じゅうたんとなる

副がく片
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がく片

がく片と
副がく片が
5 枚ずつある

花の直径は
８mm ほど。
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黄色で5 枚

小葉
しょうよう

果実は
イチゴには
ならない小葉は

ふつう 5 枚

市内全域にごく普通で、 今のところ
絶滅の心配はありません。 しかし目
の敵にしすぎるのは考えもの。 地域
に育つ野の花として、 やさしく見守る
気持ちを大切にしたいところです。

今のところ特になし


